
初期設定の準備

お買い上げ時のレシート・領収書は大切に保管してください。
ご購入年月日の証明になります。詳しくは本紙裏面【ハードウェア
保証規定】をご覧ください。

ご注意

MANU001420

初 回設定マニュアル
Linux  OS搭載 法人向けNAS
HDL-LVシリーズ

つなぐ 設定画面を開く

インストールした LAN DISK CONNECT から設定画面を開き、初回
設定をおこないます。
※LAN DISK CONNECT についてはヘルプをご覧ください。
　（LAN DISK CONNECT 起動後にメニューの［ヘルプ］をクリック）

添付品を確認する
□ 電源コード（1本）

□ ACプラグ変換アダプター（1個）

□ LANケーブル（1本）

□ 初回設定マニュアル（本紙）

●HDL4-LVシリーズ、HDL2-LVシリーズのみ

　□ ACアダプター（1個）
　　※ACアダプターと電源コードをつないで使います。

●HDL4-LVUシリーズのみ

　□ ラックマウントレール（1式）

　□ ラックマウントレール取付方法（1枚）

本紙作業の前に、別紙【ラックマウントレール取付方法】をご確認
いただき、ラックマウントレールへの取り付けをしてください。

HDL4-LVUシリーズの場合

・ご利用のネットワーク環境でDHCPサーバー機能が有効になってい
ることをご確認ください。（ネットワーク管理者にご確認ください。）
DHCPサーバー機能が無効な場合は、本製品をネットワークに参加
させるための適切な IPアドレスを取得し、本製品に設定してください。
※DHCPサーバーから自動取得できなかった場合、本製品のLAN １ポートの IPアドレスは、
　192.168.0.200となります。
※一般的なブロードバンドルーターはDHCP サーバー機能が有効となっているため、IPア
ドレスの設定は必要ありません。

・給電されているLANケーブル（Power over Ethernet）は、絶対
につながないでください。故障の原因になります。
・側面・前面の吸気口、背面の排気口は塞がないように設置してくだ
さい。

初期設定の前に

●HDL4-LVシリーズ

※必要に応じて添付のAC
　プラグ変換アダプターを
　ご利用ください。

LANケーブル

ACアダプター

コンセントへ

LAN1ポートへ

ルーターやハブ

電源コードフック
ACアダプターの
ケーブルを掛ける

●HDL2-LVシリーズ

LANケーブル

ACアダプター

コンセントへ

LAN1ポートへ

ルーターやハブ

電源コードフック
ACアダプターの
ケーブルを掛ける

※必要に応じて添付のAC
　プラグ変換アダプターを
　ご利用ください。

LAN DISK CONNECT を起動する
●Windows の場合
　①デスクトップ上の［LAN DISK］をダブルクリック
　②［ローカル］をクリック
●Mac の場合
　［Finder］をクリックし、［LAN DISK］をクリック
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3 ①２つの欄に同じ管理者
　パスワードを入力する

②［設定］をクリック

※4～20文字（半角英数記号）

次回からはここで設定した
パスワードでログインしてください。

詳細ガイド（Web）
バックアップ設定や故障時の対応など、本紙に記載のな
い設定について説明しています。
詳細ガイドは、本製品の設定画面左上の
[マニュアル]からも見ることができます。

https://www.iodata.jp/lib/manual/hdl-lv/

詳細ガイド（Web）にある
［マニュアル内検索］に
検索ワードを入力してご覧ください。

［マニュアル内検索］をご利用ください

●HDL4-LVUシリーズ

※必要に応じて添付のACプラグ変換
　アダプターをご利用ください。

コンセントへ

電源コード
フックに
通す

ルーターやハブ

LANケーブルを
LANポート 1へ

電源コードを
AC-IN へ

電源コードが不意に抜けることを防ぐために、
必ず電源コードフックをご利用ください。
フックの輪の部分を出す際は、
図のレバーを上げながら引き出します。

電源コードフックの使い方

4 ［引越ししない］を
クリック

※引っ越し機能を利用する（古い LAN DISK から移行する）場合は、［現在使用中の
　LAN DISK から引っ越し］をクリックし、詳細ガイド（Web）をご覧ください。Microsoft Office 2013 以降がインストールされていれば、［はい］

をクリックしてください。
Officeの保存場所として「LAN DISK」を追加します。

「Officeアドインをインストールしますか？」と表示され
たら（Windowsのみ）

LAN  D I S K  CONNECTをインストールする

下記弊社Web ページにアクセスし、LAN DISK CONNECT をイン
ストールしてください。

https://www.iodata.jp/r/5160
※パソコンがインターネットに接続できない場合、インターネット接続できるパソコンでイ
ンストールするか、インターネット接続可能なパソコンでアプリをダウンロードし、USB
メモリーなどで設定用パソコンに移動してください。

電源を入れる

●各ランプついては、詳細ガイド（Web）でご確認ください。
●STATUS ランプが点滅中にコンセントを抜かないでください。
ファームウェアの更新がある場合、通常より起動時に時間がかかり
ます。緑点滅の場合は、そのまま（約 10分）お待ちください。

●動作中に本製品のシャットダウンを完了せずに、電源を切らないで
ください。故障やデータ消失の原因となります。特に、電源ケーブ
ルを抜く、テーブルタップのスイッチをOFFにするなどにご注意
ください。

●ファームウェアの［自動更新］［更新通知］が出荷時設定で有効になっ
ているため、本製品を起動するとインターネットへ接続します。

●POWERランプが赤点灯し、「ピーピーピー」と鳴った場合
　本製品の IP アドレスを固定設定する場合は、このまま進み、【設定
画面を開く】の手順２で【DHCPがない環境で起動時に赤点灯した
場合】をご覧ください。その他の場合は、詳細ガイドをご確認くだ
さい。

ご注意

POWERボタンを長押しせず、１回だけ押します。
⇒ランプが点滅します。電源が切れるとランプが消灯します。
●ランプが消える前に、絶対に電源ケーブルを抜かないでください。
故障の原因になります。

●POWERボタンを長押ししないでください。
　強制シャットダウンになり、故障やデータ消失の原因となります。

電源を切る方法

［STATUSランプが緑点灯※か赤点灯（赤点滅）］まで待つ

●HDL4-LVUシリーズ

POWER ボタンを押す
▼

●HDL4-LVシリーズ、HDL2-LVシリーズ

POWER ボタンを
押す

［STATUSランプが緑点灯※か赤点灯（赤点滅）］まで待つ
▼

※ STATUSランプが 2回緑点滅する場合は、インターネットに接続されていません。
　（LAN 接続はあり）

①表示された LANDISK
　を右クリック
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②［設定画面を開く］を
　クリック

本製品の STATUSランプが緑点滅している場合は、
点灯に変わるまでお待ちください。
STATUSランプが点灯中にも関わらず
［landisk-xxxxxx］が表示されない場合は、
右のWeb ページをご覧ください。

［landisk-xxxxxx］が表示されない場合

上記画面で［IP 設定］をクリックし、
設置ネットワーク環境に合わせて IPア
ドレスなどを設定してください。
IPアドレス設定後、［設定画面を開く］
をクリックし、次の手順へお進みくだ
さい。
※管理者パスワード入力画面では、
　何も入力せずに［OK］をクリック
　します。

DHCPがない環境で起動時に赤点灯した場合

裏につづきます→



使用上のご注意
●データバックアップのお願い
本製品は精密機器です。突然の故障等の理由によってデータが消失
する場合があります。万一に備え、本製品内に保存された重要なデー
タについては、必ず定期的に「バックアップ」をおこなってください。
本製品または接続製品の保存データの破損・消失などについて、弊
社は一切の責任を負いません。また、弊社が記録内容の修復・復元・
複製などをすることもできません。なお、何らかの原因で本製品にデー
タ保存ができなかった場合、いかなる理由であっても弊社は一切その
責任を負いかねます。
※バックアップとは、本製品に保存されたデータを守るために、別の記憶媒体（HDD・
BD・DVD など）にデータの複製を作成することです。（データを移動させることは「バッ
クアップ」ではありません。同じデータが 2か所にあることを「バックアップ」と言います。）
万一、故障や人為的なミスなどで、一方のデータが失われても、残った方のデータを使え
ますので安心です。不測の事態に備えるために、必ずバックアップをおこなってください。

●最新のファームウェアをご利用ください。
本製品のハードウェア保証適用のために、ファームウェアまたはソフ
トウェアは常に弊社が提供する最新版にアップデートしてご利用くだ
さい。最新版でない場合、保証適用を受けられない場合もあります。

●本製品はローカルネットワーク上でご利用ください
本製品にグローバル IPアドレスを割り当て、直接インターネットに公
開すると非常に危険です。ルーターを設置するなどして、インターネッ
トから攻撃を受けないようにするなど、お客様にてセキュリティ確保
をお願いいたします。

●ACプラグ変換アダプターの接地接続（アース接続）について
接地接続は必ず、電源プラグを電源につなぐ前に行って下さい。
また、接地接続を外す場合は、必ず電源プラグを電源から切り離して
から行って下さい。

●本製品を廃棄や譲渡などされる際のご注意
・ハードディスクに記録されたデータは、OS 上で削除したり、ハード
ディスクをフォーマットするなどの作業をおこなった だけでは、特
殊なソフトウェアなどを利用することで、データを復元・再利用で
きてしまう場合があります。その結果として、情報が漏洩してしま
う可能性もありますので、情報漏洩などのトラブルを回避するため
に、データ 消去のソフトウェアやサービスをご利用いただくことを
おすすめします。
※ハードディスク上のソフトウェア（OS、アプリケーションソフトなど）を削除することな
くハードディスクを譲渡すると、ソフトウェアライセンス使用許諾契約に抵触する場合が
あります。

・NarSuSに登録している場合は、製品登録情報を削除してください。
・本製品を廃棄する際は、地方自治体の条例にしたがってください。

［使用ソフトウェアについて］
本製品には、GNU General Public License Version3（GPLｖ 3）に基づいた、ソフトウェアが含まれ
ています。
変更済みGPL対象モジュール、GNU General Public License、及びその配布に関する条項について
は、以下のWeb ページをご確認ください。
https://www.gnu.org/licenses/gpl-3.0.ja.html
これらのソースコードで配布されるソフトウェアについては、弊社ならびにソフトウェアの著作者は一切
のサポートの責を負いませんのでご了承ください。

［ご注意］
1)本製品及び本書は株式会社アイ・オー・データ機器の著作物です。したがって、別段の定めの無い限り、本
製品及び本書の一部または全部を無断で複製、複写、転載、改変することは法律で禁じられています。

2)本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器、兵器システムなどの人命に関
る設備や機器、及び海底中継器、宇宙衛星などの高度な信頼性を必要とする設備や機器としての使用ま
たはこれらに組み込んでの使用は意図されておりません。これら、設備や機器、制御システムなどに本製
品を使用され、本製品の故障により、人身事故、火災事故、社会的な損害などが生じても、弊社ではいかな
る責任も負いかねます。設備や機器、制御システムなどにおいて、冗長設計、火災延焼対策設計、誤動作防
止設計など、安全設計に万全を期されるようご注意願います。

3)本製品は日本国内仕様です。本製品を日本国外で使用された場合、弊社は一切の責任を負いかねます。ま
た、弊社は本製品に関し、日本国外への技術サポート、及びアフターサービス等を行っておりませんので、
予めご了承ください。(This product is for use only in Japan. We bear no responsibility for 
any damages or losses arising from use of, or inability to use, this product outside Japan 
and provide no technical support or after-service for this product outside Japan.)

4)本製品を運用した結果の他への影響については、上記にかかわらず責任は負いかねますのでご了承くだ
さい。

［商標について］
記載されている会社名、製品名等は一般に各社の商標または登録商標です。

よりよい商品作りのためアンケートにご協力願います。

弊社のハードウェア保証は、ハードウェア保証規定（以下「本保証規定」といいます。）に明
示した条件のもとにおいて、アフターサービスとして、弊社製品（以下「本製品」といいます。）
の無料での修理または交換をお約束するものです。
1 保証内容
取扱説明書（本製品外箱の記載を含みます。以下同様です。）等にしたがった正常な使用状態
で故障した場合、お買い上げ日が記載されたレシートや納品書をご提示いただく事により、お
買い上げ時より 5年間無料修理または弊社の判断により同等品へ交換いたします。
SSD搭載モデルの SSDが保証総書き込み容量に達した場合は、SSDは保証対象外となります。
2 保証対象
保証の対象となるのは弊社が提供する最新のファームウェア、またはソフトウェアを適用した
本製品の本体部分のみとなります。ソフトウェア、付属品・消耗品、または本製品もしくは接
続製品内に保存されたデータ等は保証の対象とはなりません。
3 保証対象外
以下の場合は保証の対象とはなりません。
1) 販売店等でのご購入日から保証期間が経過した場合
2) 中古品でご購入された場合
3) 発火、地震、水害、落雷、ガス害、塩害およびその他の天災地変、公害または異常電圧等
の外部的事情による故障もしくは損傷の場合

4) お買い上げ後の輸送、移動時の落下・衝撃等お取扱いが不適当なため生じた故障もしくは損
傷の場合

5) 接続時の不備に起因する故障もしくは損傷、または接続している他の機器やプログラム等
に起因する故障もしくは損傷の場合

6) 取扱説明書等に記載の使用方法または注意書き等に反するお取扱いに起因する故障もしく
は損傷の場合

7) 合理的使用方法に反するお取扱いまたはお客様の維持･管理環境に起因する故障もしくは損傷
の場合

8) 弊社以外で改造、調整、部品交換等をされた場合
9) 弊社が寿命に達したと判断した場合
10) 保証期間が無期限の製品において、初回に導入した装置以外で使用された場合
11) その他弊社が本保証内容の対象外と判断した場合
4 修理
1) 修理を弊社へご依頼される場合は、本製品と本製品のお買い上げ日が記載されたレシート
や納品書等を弊社へお持ち込みください。本製品を送付される場合、発送時の費用はお客
様のご負担、弊社からの返送時の費用は弊社負担とさせていただきます。

2) 発送の際は輸送時の損傷を防ぐため、ご購入時の箱・梱包材をご使用いただき、輸送に関
する保証および輸送状況が確認できる業者のご利用をお願いいたします。弊社は、輸送中
の事故に関しては責任を負いかねます。

3)  本製品がハードディスク・メモリーカード等のデータを保存する機能を有する製品である
場合や本製品の内部に設定情報をもつ場合、修理の際に本製品内部のデータはすべて消去
されます。弊社ではデータの内容につきましては一切の保証をいたしかねますので、重要
なデータにつきましては必ず定期的にバックアップとして別の記憶媒体にデータを複製し
てください。

4) 弊社が修理に代えて交換を選択した場合における本製品、もしくは修理の際に交換された
本製品の部品は弊社にて適宜処分いたしますので、お客様へはお返しいたしません。

5 免責
1) 本製品の故障もしくは使用によって生じた本製品または接続製品内に保存されたデータの
毀損・消失等について、弊社は一切の責任を負いません。重要なデータについては、必ず、
定期的にバックアップを取る等の措置を講じてください。

2) 弊社に故意または重過失のある場合を除き、本製品に関する弊社の損害賠償責任は理由の
いかんを問わず製品の価格相当額を限度といたします。

3) 本製品に隠れた瑕疵があった場合は、この約款の規定に関わらず、弊社は無償にて当該瑕
疵を修理し、または瑕疵のない製品または同等品に交換いたしますが、当該瑕疵に基づく
損害賠償責任を負いません。

6 保証有効範囲
弊社は、日本国内のみにおいて本保証規定に従った保証を行います。本製品の海外でのご使用
につきましては、弊社はいかなる保証も致しません。　Our company provides the 
service under this warranty only in Japan.

ハードウェア保証規定

動作環境、仕様、各部の名称・機能
詳細ガイド（Web）でご確認ください。
▼各種対応情報など

https://www.iodata.jp/lib/manual/hdl-lv/#p70_openv

▼各部の名称・機能

https://www.iodata.jp/lib/manual/hdl-lv/#epname6 ①［ユーザー名］に admin
　［パスワード］に
　手順３で設定した
　管理者パスワードを入力

②［ログイン］をクリック

何も入力せずに
［管理者ページ］を
クリック
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この後、詳細ガイド（Web）をご覧になり
初期設定をおこなってください。

https://www.iodata.jp/lib/manual/hdl-lv/#init

アフターサービス
●本製品の修理対応、電話やメール等によるサポート対応、ソフトウェアのアップ
デート対応、本製品がサーバー等のサービスを利用する場合、そのサービスにつ
いては、弊社が本製品の生産を完了してから5年間を目途に終了とさせていただ
きます。なお5年以前であっても一部OS搭載製品において、搭載OSのサポートが
終了した場合は併せて終了とさせていただきます。（保証期間内及び弊社有償保
守サービス実施可能期間内の場合は除く）

●個人情報は、株式会社アイ・オー・データ機器のプライバシーポリシー
（https://www.iodata.jp/privacy.htm）に基づき、適切な管理と運用をおこないます。

重
要

修理窓口

https://www.iodata.jp/support/after/repair/

保証期間5年間

https://www.iodata.jp/support/after/tel/copld/copldl.htm

お問い合わせ総合窓口

http://iodata.jp/support/qa/landisk/hdl-lv/index.htm

サポートQ&A

人が通行するような場所に配線しない
足を引っ掛けると、けがの原因になり
ます。

本製品を踏まない
破損し、けがの原因になります。

注意

熱器具のそばに配線しない
電源コード被覆が破れ、発火や感電、
やけどの原因になります。

電源プラグを抜くときは電源コードを
引っ張らない
電源プラグを持って抜いてください。
電源コードを引っ張ると電源コードに傷
が付き、発火や感電の原因になります。 テーブルタップを使用する時は定格容

量以内で使用する、たこ足配線はしない
テーブルタップの定格容量（1500Wな
どの記載）を超えて使用すると、テーブル
タップが過熱し、発火の原因になります。

じゅうたん、スポンジ、ダンボール、
発泡スチロールなど、保温・保湿性の
高いものの近くで使わない
発火の原因になります。

安全のために
お使いになる方への危害、財産への損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使いいただくための注
意事項を記載しています。ご使用の際には、必ず記載事項をお守りください。

警告

注意

この表示の注意事項を守らないと、死亡または重傷
を負うことがあります。

この表示の注意事項を守らないと、けがをしたり周辺
の物品に損害を与えたりすることがあります。

▼ 警告および注意表示 ▼ 絵記号の意味

禁止

指示を守る

本製品を修理・分解・改造しない
発火や感電、破裂、やけど、動作不良の原
因になります。

雷が鳴り出したら、本製品や電源コード
には触れない
感電の原因になります。

故障や異常のまま、つながない
本製品に故障や異常がある場合は、必
ずつないでいる機器から取り外してく
ださい。
そのまま使うと、発火・感電・故障の
原因になります。

本製品の周辺に放熱を妨げるような物
を置かない
発火の原因になります。

ぬらしたり、水気の多い場所で使わない
水や洗剤などが本製品にかかると、隙
間から浸み込み、発火・感電の原因に
なります。
●お風呂場、雨天、降雪中、海岸、水
辺で使う際は、特に注意する

●水の入ったもの（コップ、花びんなど）
を上に置かない

●万一、本製品がぬれてしまった場合は、
絶対に使わない

決められた電源で使用する
所定以外の電源で、本製品を使用する
と火災・感電の原因となります。

本製品の小さな部品を乳幼児の手の届
くところに置かない
誤って飲み込み、窒息や胃などへの障
害の原因になります。万一、飲み込ん
だと思われる場合は、ただちに医師に
ご相談ください。

ACアダプターや電源コードにものを
のせたり、引っ張ったり、折り曲げ・
押しつけ・加工などはしない
電源コードがよじれた状態や折り曲げた
状態で使用しないでください。
電源コードの芯線（電気の流れるとこ
ろ）が断線したり、ショートし、発火・
感電の原因になります。

ゆるいコンセントにつながない
電源プラグは、根元までしっかりと差し
込んでください。根元まで差し込んでも
ゆるみがある場合にはつながないでく
ださい。発熱して発火の原因になります。

コンセントまわりは定期的に掃除する
長期間電源プラグを差し込んだままの
コンセントでは、つもったホコリが湿気
などの影響を受けて、発火の原因にな
ります。（トラッキング現象）
トラッキング現象防止のため、定期的
に電源プラグを抜き、乾いた布で電源
プラグをふいてください。

煙が出たり、変な臭いや音がしたら、す
ぐにコンセントから電源プラグを抜く
そのまま使うと発火・感電の原因になり
ます。

▼ 電源（ACアダプター・コード・プラグ）について
添付のACアダプターや電源コードは、
他の機器につながない
発火や感電の原因になります。
添付のACアダプターや電源コードは、
本製品専用です。

ACアダプターや電源コードは、添付品
または指定品のもの以外を使わない
電源コードから発煙したり、発火の原因
になります。

AC100V（50/60Hz）以外のコンセ
ントにつながない
発火、発熱のおそれがあります。

ACアダプターや電源コードにものを
のせたり、引っ張ったり、折り曲げ・
押しつけ・加工などはしない
電源コードがよじれた状態や折り曲げた
状態で使用しないでください。
電源コードの芯線（電気の流れるとこ
ろ）が断線したり、ショートし、発火・
感電の原因になります。

コンセントまわりは定期的に掃除する
長期間電源プラグを差し込んだままの
コンセントでは、つもったホコリが湿気
などの影響を受けて、発火の原因にな
ります。（トラッキング現象）
トラッキング現象防止のため、定期的
に電源プラグを抜き、乾いた布で電源
プラグをふいてください。

ゆるいコンセントにつながない
電源プラグは、根元までしっかりと差し
込んでください。根元まで差し込んでも
ゆるみがある場合にはつながないでく
ださい。発熱して発火の原因になります。

煙が出たり、変な臭いや音がしたら、す
ぐにコンセントから電源プラグを抜く
そのまま使うと発火・感電の原因になり
ます。

●お手入れについて
本製品についた汚れなどを落とす場合は、本製品の電源を切り、電
源コードを抜いてから、柔らかい布で乾拭きしてください。
・汚れがひどい場合は、水で薄めた中性洗剤に布をひたして、よく絞っ
てから汚れを拭き取り、最後に乾いた布で拭く。
・ベンジン、アルコール、シンナー系の溶剤を含んでいるものは使わ
ない。変質したり、塗装をいためたりすることがあります。
・市販のクリーニングキットは使わない。

設定画面を開く（つづき）


